
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

環境省皇居外苑管理事務所では、水質の改善を機会に、

生物、景観、利用などいろいろな面から千鳥ヶ淵の将来像

と実現の道筋について専門家や一般市民の参加による検

討を行い、構想「千鳥ヶ淵環境再生プラン」をつくりまし

た。 

このプランは、北の丸公園など千鳥ヶ淵の周囲も含み、

関係する様々な人々の参加によって実現するものです。 

 

千鳥ヶ淵とその周辺は、様々な魅力にあふれた場所です

が、一方で水質の悪化によるアオコの大量発生、サクラの

優れた景観の維持、サクラ以外の時期の利用推進など課題

もあります。 

このうち、水質については、東京都による下水道からの

雨天時の越流防止対策、環境省による新濠水浄化施設の運

用などの対策が進められており、今後数年で徐々に改善さ

れていく見込みです。 

 

千鳥ヶ淵は、皇居のお濠の一つであり、周囲を皇居、北

の丸公園等に囲まれており、また、石垣、堤、周囲の門な

どは、江戸城の歴史を今に伝えており、日本を象徴する場

所の一部となっています。 

また、千鳥ヶ淵周辺は、変化に富んだ優れた景観に特徴

があるサクラの名所として親しまれています。 

この地域一帯は、都心に貴重な自然が残されており、ヒ

カリゴケや地域に昔からいた可能性のあるヘイケボタル

などの貴重な生物も棲んでいます。 

千鳥ヶ淵について 

課題と現在の対応 

千鳥ヶ淵環境再生プラン 

環境再生プランの内容は裏面に… 

千鳥ヶ淵を歩いてみよう （今の千鳥ヶ淵） 
 

千鳥ヶ淵の環境再生が始まります。 

～千鳥ヶ淵環境再生プラン～ 

※千鳥ヶ淵及びその周辺（牛ヶ淵、北の丸公園）は、国民公園である皇居外苑の一部であり、環境省が管轄しています。 
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エビ・魚類 

浮島の植物群落 

堤塘の樹木・草地 オシドリ等 

淡水性貝類 沈水植物 

浅水域の 
抽水植物 

ヘイケボタル 

トンボ類 

 
 
 
 
             

 

サクラなど時代時代の景観づくりを進めるとともに、

象徴性、歴史性といったずっと変わらない魅力との共

存を図ります。 

 

象徴性、歴史性が継承され、見て、識ることのできる

場所づくりを目指します。 
 

千鳥ヶ淵の周囲を巡る周回コースをモデルコースとし

て設定し、情報発信や環境整備を進めます。 

〔問い合わせ先〕 

 ●環境省皇居外苑管理事務所 

  電話 03（3213）0095 

  ホームページ 

  http://www.env.go.jp/garden/kokyogaien/index.html 

 ●北の丸公園  環境省皇居外苑管理事務所北の丸分室 

  電話 03（3211）7878 

我が国の象徴としての皇居の森と一体化した森と水

といきものの空間を目指します。 

 

 

 
生物環境再生のイメージ 

千鳥ヶ淵環境再生プランの目指す姿 


